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いじめの情報提供に御協力をお願いします！

※上記に加えて、来庁等による相談（13 件）も受けています。

令和３年度には、以下の方法を使って、

１２７件の通報・相談が直接監察課に届いています。

メール

午前９時 00 分～午後５時 30 分

※月曜日から金曜日（土日祝除）
TEL 0120 7830 -- 66 

24 時間いつでも通報が可能。

市内の小中学生に

毎月１回配布しています！

保護者の方からの

通報も受け付けます。

53 件

対応件数

メールアドレス：

kansatsu@city.neyagawa.

osaka.jp

メール

対応件数

フリーダイヤル

６件

対応件数

43 件

市公式アプリ

対応件数

LINE

７件 ５件

対応件数

ＱＲコードを読み取り、

画面に従って選択・入力。

いじめ通報促進チラシ

監察課は本気でいじめを抑え込みます
寝屋川市 危機管理部 監察課

令和２年度いじめ認知件数

▶ 全 国

・小学校 416,861 件 ⇒ 児童 1,000 人あたり 67.1 件

・中学校 78,537 件 ⇒ 生徒 1,000 人あたり 26.5 件

▶ 大阪府

・小学校 38,783 件 ⇒ 児童 1,000 人あたり 91.8 件

・中学校 5,525 件 ⇒ 生徒 1,000 人あたり 27.8 件

▶ 寝屋川市

・小学校 100 件 ⇒ 児童 1,000 人あたり 9.3 件

・中学校 69 件 ⇒ 生徒 1,000 人あたり 13.1 件

※寝屋川市のいじめ認知件数の推移

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

小学校 96 件 89 件 100 件 124 件

中学校 76 件 83 件 69 件 59 件

合計 172 件 172 件 169 件 183 件

いじめの実態

※令和２年の３月から 6 月までは、小中学校の休業期間でした。

児童等 1,000人あたりの寝屋川市のいじめ認知件数は、全国・大阪府と比
較して少ないですが、年々増加傾向にあります。監察課は、引き続きすべて
のいじめ事案に対応し、解決に向けて取り組みます。

児童 1,000 人あたり

11.9 件

生徒 1,000 人あたり

11.0 件

寝屋川市のいじめ事案に関する対応フロー

いじめの予防・

児童等の見守り

に専念

市が直接関係

児童等に介入し

解決を図る

民事訴訟や

刑事告訴の

手続等を支援

教育的アプローチ 行政的アプローチ 法的アプローチ

市長部局「監察課」学校・教育委員会 外部機関

保護者の皆様へ
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寝屋川市で発生したいじめの傾向

クラスメイトが複数の生徒から物を壊されたり、悪口を言われ

ているところを目撃した。

通報を受けて、監察課が調査した結果、チラシの内容以外にもい

じめ行為があったことが判明し、新たにいじめとして認定。

認定した事実に基づき、加害生徒に対応。加害生徒は全面的に

いじめ行為を認め謝罪。その後、学校において被害生徒の見守

りを継続する教育的アプローチへ移行。

加害者が複数関わったいじめ事案に対する監察課の取組

寝屋川市では、小学校高学年頃からいじめの認知件数が
増加し始め、中学１年生をピークとしてその後減少して
いく傾向にあります。

小学校高学年や中学生では、被害者１人に対し、加害者
が複数関わるいじめの発生割合が高い傾向にあります。

●学年について●

●関係する人数について●

寝屋川市内でのインターネットを用いたいじめ

友人から LINE のトークに暴言やスタンプを連打された。

相談を受けて、監察課が被害者から聴き取りを行うなかで被害

状況を把握し、いじめとして認定。

加害者に対する指導後、当事者間で話し合い解決。その後、教

育的アプローチへ移行。

LINE 上でのいじめ事案に対する監察課の取組

保護者や教職員が子どもたちのやりとりを確認し、いじめ
につながる発言等を発見するのは難しい場合が多く、いじめ
の発覚が遅れる可能性があります。

寝屋川市では、小学校高学年から中学生を中心に「ネット
系」のいじめが発生しています。

「オンラインゲーム内での悪口や暴言」

インターネットによるいじめの例

「LINEグループでの仲間外れ」

「クラスメイトの画像等を許可なく拡散する」


